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令 和 7 年 1 2 月 ４ 日  

国土交通省九州地方整備局 

筑 後 川 河 川 事 務 所 

 

筑後川水系の防災・減災対策を推進します 

～令和７年度 防災・減災対策等強化事業推進費を充当～ 

  

 
 

 

 

 

○事業箇所 

・筑後川水系筑後川 福岡県朝倉市杷木志波地先 

 事業内容：護岸工等 L=６0m（別紙－1） 

 事 業 費：８０百万円 

 

  今回の事業の概要は、別紙のとおりです。 

 防災・減災対策等強化事業推進費は、年度当初に予算計上されていない事業

について、事業推進に向けた課題が解決、災害が発生するおそれが急遽高ま

っている、災害により被害が生じていることなど、年度途中に事業を実施す

べき事由が生じた場合に、緊急的かつ機動的に事業を実施し、再度災害防止

や安全な避難経路の確保等を含む防災・減災を強化することを目的に予算支

援する制度です。 

 

 

 

筑後川水系筑後川では、筑後川水系河川整備計画に基づき、洪水氾濫等によ

る災害から生命、財産を守るため、河川整備を実施しています。 

令和7年８月１０日からの豪雨により、低水護岸の損壊が発生しました。次

期出水により護岸損壊が進行した場合、堤防が決壊する恐れがあることから、

推進費を活用して緊急的に護岸工・根固工を実施することで、地域住民の安

全・安心を早期に確保します。 

問い合わせ先 

国土交通省 九州地方整備局 筑後川河川事務所  技術副所長   藤岡 慎介 

管理課長    永濱 一将 

           電話 ０９42－33－9131（代表） 



推進費施行区間 L=60m

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和７年８月10日からの豪雨により、低水護岸の損壊が発生した。次期

出水により護岸損壊が進行した場合、堤防が決壊する恐れがあることから、

推進費を活用して緊急的に護岸工及び根固工を実施し、地域住民の安全・

安心を確保する。

国土交通省

福岡県朝倉市杷木志波地先

80,000

防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川維持修繕事業（筑後川水系筑後川）

アサクラ ハキシワ

80,000

令和７年８月の豪雨により被害を受けた箇所に対し、再度災害防止と
して、護岸工等を実施する。
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推進費施行区間 L=60m
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【写真②】
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堤防

根固工

護岸工

基礎部の流失により、護岸が

最深河床高
（被災後）

1.5m

Ｄ.Ｈ.Ｗ.Ｌ.
旧護岸

被災前河床高

（被災状況） （被災状況）

筑後川

国道３８６号

推進費施行区間  L=60m
護岸工   L=60m
根固工      L=60m
仮設工  一式
測量設計費   一式

水色 浸水範囲

　

写真①

写真②

筑後川

浸水想定面積 2887ha
浸水戸数 2102戸

別紙－１
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